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Skene氏 管 嚢 腫 の1例
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A CASE OF SKENE'S DUCT CYST
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   We experienced a case of paraurethral cyst in a 40-year-old woman. The cyst was thought to 
have derived from left Skene's duct and marsupialized. Twenty nine cases with paraurethral cyst 
in the Japanese literature are also reviewed. 
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緒 言

女子の傍尿道嚢腫は報告例は少 ないが,実 際には未

報告例 も含め るともっと多い と思われ る.傍 尿道嚢腫

の うちSkene氏 管嚢腫 と,は っき り記載 されている

ものは少 な く本邦では2例 のみ である.わ れわれ は最

近左Skene氏 管嚢腫 と考 えられた1例 を経験 し,こ

れに対 しmarsupializationに よ り嚢腫を除去 し,良

好な結果が得 られたので症例 を報告する とともに,傍

尿道嚢腫 の本邦29例 について文献的考察を加えた.

症

患者:40歳,主 婦

主訴:外 尿道 口部腫瘤

家族歴:特 記すべ きことな し

例

既往歴:分 娩1回,20歳 時蛋 白尿で入院加療を受け

た.

現病歴:19843月 頃 よ り外尿道 口部の腫瘤に気付

き当科受診 となる.排 尿痛や排尿障害は認 めない.傍

尿道嚢腫を疑 い外来 にて定期的に穿刺を行な うも嚢腫

軽減み られないため,1984年7月30日,根 治手術 目的

*現:宝 塚市立病院

で入 院 とな る.

現 症:外 陰 部 所 見;正 中線 よ り,や や 左側 か ら尿 道

腔 中 隔部 に 鳩 卵 大 の表 面 平 滑,弾 性 軟 の腫 瘤 が み られ

外 尿 道 口は,や や右 側 に偏 位 し,そ の 左下 方 に嚢 腫 口

と思 わ れ る部分 がみ られ るが 圧 迫 に て も排 液 は み られ

ない.右 側 のSkene氏 管 開 口部 は認 め られ た(Fig.

1).外 陰 部 以外 は異 常 所 見 を 認 め な い.

検 査 成 績;末 梢血 液 所 見;'赤 血 球513×1041mm3,

白血 球7,000/mm3,Hbl3.39/dl,Hta4/,血 小 板

16.9×10"/mm3.血 液 生 化学;BuN7.7mg/dl,ク レ

アチ ニ ン1.19mg/dl,K3.4mEq/1,Na140mEq/1,

ca4,4mEq/1,cl109mEq/1,FBs88mg/dl,TP

6.8g/dl,T-BilO.98mg/dl,LAP301U/1,LDH

1611U/1,GOT201U/1,GPTIOIU/1,Y-GTP24

1u/1,AIPssiu/i,zTT7.6K.u,HB-s抗 原(一),

ワッセ ル マ ン反 応(一).検 尿;蛋 白(一),糖(一),

沈 渣;赤 血 球o-o-0/HPF,白 血 球0-1-O/HPF.

嚢 腫 穿刺 液 細 菌 培 養;陰 性.

レ線 検 査:IVPに て上 部 尿 路 に 異 常所 見 を 認 め な

い.排 尿時 膀 胱 尿 道 造影 で外 尿 道 口部 腫 瘤 へ の造 影 剤

の貯 留 は 認め な いが,腫 瘤 に よる外 尿 道 口部 の延 長 が

み られ る(Fig.2).

Fig.3に 嚢 腫造 影 を 示 した.直 接 穿 刺 し嚢腫 内 の
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Fig.1.術 前 の外陰部所見:膣 前庭 部左側 に鳩卵大

の嚢腫状腫瘤を認 め,外 尿道 口(矢 印)は

右側 に偏位 し,そ の左下方に嚢腫 口と思わ

れ る部分が見 られ る.
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Fig.4.組 織学的所 見:嚢 腫 内腔面はやや過形成状の

移行上皮でおおわれ,慢 性の炎症性変化が見

られ る.悪 性変化はない.

の交通はみ られない.

以上の結果 より傍尿道嚢腫 の うちSkene氏 管嚢腫

と診 断 し手術を施行 した.

手術所見1984年7月31日,腰 椎麻酔下に手術を施

行 した.嚢 腫をひ らくと内面は粘膜 に被われていた.

嚢腫底 をな している粘膜は残 し膣前庭部に突出 してい

る部分 の嚢腫壁のみ切除 し,残 った嚢腫壁 と前庭部粘

膜を4-0カ ットグットで結節縫合 しmarsupialization

を行 なった.そ の際尿道 と嚢腫には交通はみ られなか

った.

組織学的所見:嚢 腫 内腔面は,や や過形成 の移行上

皮で被われ,慢 性の炎症変化がみ られ る.悪 性変化は

無畦い(Fig.4).

術後経過:術 後経過 は良好であ り,嚢 腫の再発 もな

く,外 陰部の変形 も認 めなか った.

Fig.2.排 尿時膀胱 尿道造影:腫 瘤に よる外尿道

口部の延 長(矢 印)が 見 られる.

海

`・男

謬鋤

Fig.3.

'纐

ウレ 〃

藁

藪

嚢 腫 造 影:5.3x3.7cmの 卵 円形 の 嚢 腫 が

造 影 され た.尿 道 との 交 通 は 見 られ な い.

混 濁 液 を 吸 引 した 後,造 影 剤 を約20cc注 入 す る と

5.3x3.7cm大 の卵 円形 のJ'f腫 が 造影 され た.尿 道 と

考 察

女子 の傍尿道嚢腫 は尿道膣中隔部を中心に尿道周囲

に存在 し尿道 と交通 のない嚢腫をい う.本 邦 では1954

年重松 ら1)が報告 して以来 自験1例 を含め29例 が報告

され ている(Tablel).Table2に 初診時年齢を示

した.生 後2日 目か ら55歳 までにわた り,平 均年齢は

26歳 であった.そ の うち20歳 代,30歳 代で全体の52%

を占めてい る.Tablelに 示 した如 く,成 人23例 中

19例が既婚者,又 は分娩歴が あ り,,Johnson2)が 述べ

ている如 く性生活や分娩 との関連が深いと思われ る.

小児例 は6例 み られ3),先 天性の原因が考え られ てい

る1,5)、

腫瘤 の大 きさは小鶏卵大か ら小指頭大 までvこほとん

どが 含まれている.病 理組織学的には傍尿道嚢腫には

扁平上皮,移 行上皮,円 柱上皮及 びそれ らの混在型が

報告 されてい る(Table3).外 国のSkene氏 管嚢腫

の報告4例 の うち2例 は解剖学的位置関係及び移行上
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Table1.女 子 傍 尿 道 嚢 腫 の 本邦 報 告 例 。

Na報 告年(文 献) 報告者 初診時年齢 主訴 嚢胞の大きさ 治療法 結婚 分娩 組織像

i

2

3

4

5讃

6豪

7

8

9

10

11

iz

13

14

15

16

17

18

19

zo

zi

zz

23

24

25

26

27

zs

29凝

1954

1961

1961

1963

1965

1967

1968

1970

1972

1973

1976

1976

1976

1976

1979

1979

1980

1981

1983

1984

1984

isaa

1984

1984

1984

1986

1986

1986

1986

(日秘尿会誌)

(札幌医誌)

(〃)

(日泌尿会誌)

(日外会誌)

(日泌尿会誌)

(it)

(泌尿紀要)

(日泌尿会誌)

(〃)

(泌尿紀要)

(日小児外科)

(u)

(it)

(西 日泌 尿)

(臨 泌)

(泌 尿紀 要)

(西 日泌 尿)

(大分県病医誌)

(日泌尿会誌)

(it

(ii

(臨 泌)

(〃)

(u)

)

)

(日泌尿会誌)

(a)

(〃)

重松

森田

〃

山下

三原

斯波

勝 目

井本

高木

斯波

郡

浅倉

〃

〃

山崎

矢崎

白井

平川

梶谷

石戸

鈴木

〃

川倉

〃

木津

三井

〃

〃

仲地

25歳

47歳

26歳

36歳

30歳

21歳

44歳

55歳

27歳

23歳

32歳

2日 目

6歳

2ケ 月

zi歳

32歳

1歳

33歳

47歳

17歳

19歳

20歳

10歳

8歳

50歳

33歳

34歳

24歳

40歳

尿失禁

膣前壁腫瘤

残尿感

睦前壁腫瘤

排尿痛

膀胱炎症状

膣前庭部腫瘤

排尿困難

頻尿・外陰部不快

外尿道口部腫瘤

〃

〃

〃

〃

外陰部腫瘤

外尿道口部腫瘤

排尿困難

外尿道口部腫瘤

外尿道口下部腫瘤

全身倦怠感

外陰部不快

腫瘤

〃

〃

外尿道口部腫瘤

〃

〃

排尿痛

外尿道口部腫瘤

不明

ZXQcm

栂指頭大

鳩卵大

不明

示指頭大

小1雀卵大

小鶏卵大

小指頭大

示指頭大

〃

小指頭大

示指頭大

栂指頭大

〃

クル ミ大

小指頭大

栂指頭大

示指頭大

栂指頭大

〃

クル ミ大

小指頭大

　

栂指頭大

2.2x1.5cm

px1.5cm

擾指頭大

鳩卵大

経膀 胱 的

経膣 的

摘 除

経 膣的

摘 除

経 膣的

内壁 剥離

経庭 的

摘 除

〃

経庭 的

marsupial¢ahan

〃

ル

摘 除

経庭 的

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

摘 除

〃

穿刺排 液

marsupiahzation

不明

既

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

未

未

未

既

"

未

既

不明

未

〃

〃

〃

〃

既

不明

〃

〃

既

不明 不明

有 一層の上皮細胞

〃 重層扁平上皮

〃 〃

不明 不明

無 〃

不明 〃

有 形質細胞

〃 移行上皮

不明 扁平上皮

有 重層扁平上皮

無 不明

〃 〃

〃 〃

不明 円柱上皮

有 離鑛
無 移行上皮

"重 層扁平上皮

有 移行上皮

無 不明

"重 層扁平上皮

"単 層及び重層扁平点皮

"円 柱上皮

"〃

有 誓 圭震
〃 不明

〃 〃

不明 〃

有 移行上皮

※skene'sductcyst.

Table2.女 子傍尿道嚢腫 の初診時年齢.

症例数

Table4.女 子 傍 尿 道 嚢 腫 の 治療 法.

年齢 方法 症例数

0歳_g歳

10歳 一19歳

20歳 一39歳

40歳 一49歳

50歯 一

5

3

15

4

z

計 29

経前庭 的嚢腫摘 出術

marsupialization

経腱 的嚢腫摘 出術

経膀 胱的嚢腫摘 出術

嚢腫 内壁剥離術

手術 方法不明

穿刺排液のみ

iz

4

3

i

i

7

1

Table3.女 子 傍 尿 道 嚢腫 の組 織 型. 計 29

組織型 症例数

扁平上皮

移行上皮

円柱上皮

移行上皮+円 柱上皮

移行上皮+立 方上皮

不明

7

4

3

i

i

13

計 29

皮を証 明す ること に よ りSkene氏 管嚢腫 と診断 して

いるが6・7),他の2例 は組 織型が 扁平上 皮で あった8・9)

自験例 の嚢腫壁は移行上皮であ り,ま たその解剖学

的位置関係か ら左Skene氏 管嚢腫 と考え られた・ 本

邦のSkene氏 管嚢腫2例 の報告例の組 織型は不 明で

あ った 。

傍 尿 道 嚢 腫 の 治療 は1例 を 除 い て 外科 的 に摘 除 され

て い る.自 験 例 も当 初 は 嚢 腫 穿刺 を く り返 し て い た

が,そ の うち 感 染 を きた し外 科 的 摘 除 を必 要 と した.

手 術 方 法 は 経 前 庭 的 嚢腫 摘 除 術 が12例 と最 も多 い.次

い でmarsupializationが 自験 例 を 含 め4例 に み られ

る(Table4).

Shirakilo)は 嚢腫 の 完全 摘 除 で 良 好 な結 果 が 得 られ

,単 な る嚢 腫 穿刺 やmarcupializationは 再 発 を きた

した り,満 足 のい く形 に な らな いた め,避 け るべ きだ

と述 べ て い る.し か し自験 例 の如 く比 較 的 大 き く前 庭

部 に 突 出 す る 嚢 腫 はmarsupializationも 有 用 で は な



960 泌尿紀要33巻6号ig87年

いか と考 え られ る.ま た矢 崎 らll)も 嚢 腫 全摘 は 困難 で

あ り,手 術 時 間 が い た ず ら に 長 く な る点 を考 慮 し て

marsupializationも 有 用 と し て い る.自 験 例 は術 後

再 発 も,変 形 もな く経 過 良好 であ る.

結 語

1)40歳 女子 の傍尿道嚢腫 の1例 を報告 した.

2)嚢 腫の発生部位 と組織所見 よ り左Skene氏 管

嚢腫 と考え られた.

3)自 験例で施行 したmarsupializationに よる嚢

腫除去術は短 時間 ですみ,し か も術後再 発,変 形 もな

く有用 と考え られた.

4)傍 尿道嚢腫本邦報告例29例 を供覧す ると ともに

若干の文献的考察を加えた.

本論 文の要 旨は,第110回 日本泌尿器科学会関西地方会に

おいて発表 した.
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